
第 30回（R04.3.13） 建設業経理士 1級（財務分析） 超速報 

＜模範解答＞   

第 1問（各赤字はキーワードです） 

問 1 外部分析の目的を各利害関係者の観点から説明しなさい（250字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※取引先、監査人、税務当局、労働組合を書いてもＯＫです 

 

問 2 外部分析の限界について説明しなさい（250字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日受験生が対応できる範囲（以下の内容で各 6 点 10 点満点）はあると思います。 

（間違った表現も含めています。ご了承ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外部分析とは、企業外部の利害関係者のニーズによって、企業から公表されたデータに基づいて実施される

財務分析をいう。利害関係者の代表的な者は投資家・株主・銀行などである。以下それぞれの観点からの目

的について述べる。 

①投資家：企業の株式あるいは債権を購入すべきか否かの投資意思決定の情報を得るため。 

②株主：企業が適切な収益力を保有しているか否か、あるいは自身の保有している株式を売却すべきか否か

の判断材料をえるため。 

③銀行：企業が債務を返済していく能力を有しているか否かの判定資料をえるため。 

外部分析においては、分析者は制約された情報の範囲内での分析が限界として指摘される。例えば非財務情

報の分析ができない、決算書作成時点と分析時点のタイミングの相違などがあげられる。いずれも情報の非

対称性から生じる限界である。 

上場企業の場合は有価証券報告書などがインターネット上で開示されているので、ある程度の情報を取得

することができるが、上場企業以外の場合は、取得できる情報が貸借対照表と損益計算書だけに限られるケ

ースもあり、かなり制約された情報で分析を行う必要がある。 

外部分析の目的を各利害関係者の目的から述べる。 

①投資家：当該企業に対する投資の意思決定をおこなうため 

②株主：自己保有の当該企業の株式を売却するかどうかの意思決定を行うため 

③銀行：当該企業が融資に際して、返済する能力があるかどうかをみきわけるため 

外部分析では財務諸表を通じた数値情報が中心であり、当該企業の内部に所属している者（経営者・従業員

など）でなければわからない情報を得ることができないため限界がある。 



第2問（15点） 

記号（ア～ノ） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

ウ カ ア シ エ ト サ ス ノ 

＜参考＞ 

概説書第2版 P41→「減価償却費は通常製造原価中の経費に組み入れられるが、損益計算書上の一般管理部門へ

の減価償却費も、製造業に対比して大幅に低いものと推察されよう」 

 

第3問（20点） 

（A）  8 9 0 0 0 百万円 （百万円未満を切り捨て） 

 

（B）  8 2 0 0 0 百万円 （   同  上   ） 

 

（C）  9 6 0 0 0 百万円 （   同  上   ） 

 

（D）   1 7 1 0 百万円 （   同  上   ） 

 

自己資本経常利益率   1 0 0 3 ％ （小数点第 3位を四捨五入し第 2位まで記入） 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓↓ 2 級受験予定の方にご紹介ください ↓↓ 

https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken1_pak.html
https://www.kaikei-soft.net/goukaku_voice.html
https://www.kaikei-soft.net/kensetsu/ken2_pernew.html

